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背景
・フィリピンEPAがオンライン研修に切り替わった→やりにくい
・オンライン授業において、ブレイクアウトルーム(以下、BOR)が有用

調査対象者：日本人教師６名（EPAオンライン研修13期から１５期まで、計３回担当）
データ収集方法：２０２３年８月、半構造化インタビュー（約６０分/人）
分析方法：KJ法を基に、２項目に分類（①機能面 ②運用面）→ラベル付け

<結果＞

①機能面
１）緊張感を与える/与えないため、カメラのオンとオフを使い分ける
・「講師のカメラをオンにすると、受講生の飽きが生じにくい」
（森泉ほか 2023)という結果と異なる
→教師は自身が画面に映ると、学習者に影響があると考えている
２）個室(ルーム)を一つずつしか見られない点がストレス
・教師はデバイス二つでログインする、チャットを送るという工夫を
していた
→一つずつしか見られないことを問題点と捉え、対策を講じていた

② 運用面
１）様々な状況をふまえ、グルーピングしていた
・学習者の性格や人間関係を加味し、手動でグループを分けていた
→少人数を見られるので、クラス運営に必要な情報収集の場である

２）BOR活動前の説明が難しい
・対面と違うため、URLやイラストを配布するなど、視覚情報を多用
→オンラインツールを駆使

③ 対面授業経験の有無（①②に属さない項目）
経験者：対面授業のほうがいいと感じている

対面授業に近づけるため、様々なツールを活用する
未経験者：対面授業と比較できないので、言及がない

ツールの使用目的が経験者と違う

＜考察＞
➤オンライン授業のやりにくさは、対面授業との比較から生じている
➤対面授業経験有無による、使用方法と意識の違いがある
→教師のビリーフが影響している？

①教師は意図をもち、BORを運用していた
→学習に何らかの効果を期待していると考えられる

②教師のICTスキルが影響
→授業の質に差が生じる可能性がある

＊１ EPA教師歴：1回の研修は7カ月(第12期のみ5カ月)
＊２ ICT使用状況：3＝チームのIT係として他教師のフォローを行い、IT勉強会を運営

2＝授業、業務で必要なICTツール以外も積極的に使用
1＝授業、業務で必要最低限のICTツールを使用
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【表１ 調査対象者の概要】

【表２ ブレイクアウトルームの使用状況】

①対面授業とオンライン授業の比較
・ZoomとGoogle Class roomを併用した授業のメリットと課題（河内ほか 2021）
・教師へのインタビューから、オンライン授業のやりにくさを分析（藤本 ２０２０）
②オンライン授業における、学習者意識
・同時双方向型授業で、学習者の授業参加意欲に影響を与える要因(稲垣 ２０２２)
・ピアラーニング活性化のための、グループ分けの工夫と評価 (戸根木ほか ２０２１)

➤ Zoomの一機能である、BORに焦点をあてた研究・調査は管見の限りない

研究課題：日本語オンライン授業での有効なBOR使用方法を検討するため、
現場の教師がどのように使っているか実態調査を行う

提案
教師：継続的な学びと、教師間の情報共有
組織：マニュアル作成や、研修などのサポート
今後の課題
教師のBOR操作が、学習者に及ぼす影響の調査と分析
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